

























原題は、Eroberungen: Sexuelle Gewalttaten und intime Beziehungen deutscher Soldaten in 



























ており、ここでは詳しく述べることはしないが、第 2 章では性暴力について、第 3 章では




























ト」についてである。第 3 に取り扱われたのが、「1941 年 – 1945 年のナチ占領下のラト
ヴィア領における人道に対する罪」であり、第 4 は、「1944 年 – 1956 年のソ連占領期の
ラトヴィア領における人道に対する罪」についてである。1998年末に始まったこれらの
テーマの研究は、国内外の歴史家の参加するシンポジウムの成果として、ラトヴィア歴史
研究所出版部から発行されるが、全26巻（各巻平均 4 ～500頁）にわたる膨大なものであ
る。この歴史委員会に積極的に関わったのは、大統領となったヴァイラ・ヴィチェ・フ㆑
イベルガ（Vaira Vīķe-Freiberga）であり、バルト三国で初の女性大統領として登場した。
1937年リーガ生まれの彼女は、1944年に家族とドイツに脱出、ドイツやフランス等の難
民キャンプを経て、第二次世界大戦後にカナダに移住、モントリオール大学の心理学の教
授であったが、ラトヴィアの独立回復後、帰国、1998年に大統領選で当選し、1999年か
ら2007年まで大統領についていた。この大統領時代の2005年に出版された、大統領の序
文付きの『ラトヴィアの歴史－20世紀』は、ロシアとの緊張を生むことになった。とい
うのも、挿入された図で、ソ連時代の収容所とナチ占領期の収容所を同列に扱っていると
の強い抗議がロシア側から提示されたからである。これらの史料を駆使した膨大な研究
は、バルト三国の中でもっともロシアとの関係が強いとみなされがちなラトヴィアが、そ
のイメージの払拭のためにも必要であり、その分析もまさに第二次世界大戦期の占領者と
被占領者の構図を明確にするものであり、国民が全体として被害者として描かれがちであ
る。対立する占領者の側に立ち、国民同士が双方の最前線で戦わざるを得ない状況を強い
られたラトヴィア人にとって、ミュールホイザーが示した性暴力の形態が軍事的計算とし
て組み込まれたという事実に向かい合うことの困難さと痛みを受け止めなければならない
のかもしれない。
さて、ミュールホイザーが最後の章に取り上げている「占領下ドイツ兵の子どもたち」
から生じた多くの問題は、旧ユーゴスラヴィア地域の問題を想起させる。1990 年代に、
特にボスニアで展開された「民族浄化」から生まれた子どもたちが、成年に達する年齢に
なってきた。近年、映画や雑誌でも多様に取り上げられるようになってきた子どもたちと
その母親たちの姿は、まさに内包する問題の複雑性と多様性を示している。
（しま　そのこ　現代教養学科教授）

